
平成28年度　一般会計決算 財政
特集

松
山
市
の
家
計
簿
は
？
平
成
28
年
度

財
政
事
情
の
公
表

　
平
成
28
年
度
に
本
市
が
使
っ
た
お
金
は
、
一
般
会
計
１
８
４
０
億
２
９
１
６
万
円
、
特
別
会
計

１
５
０
９
億
８
８
２
０
万
円
で
、
総
額
３
３
５
０
億
１
７
３
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計

の
歳
入
・
歳
出
総
額
は
と
も
に
過
去
最
大
の
平
成
27
年
度
に
次
ぐ
規
模
と
な
り
、
実
質
単
年
度
収

支
は
、
地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
が
前
年
度
に
比
べ
大
幅
に

減
収
す
る
中
、
国
体
の
開
催
準
備
や
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
に
財
源
対
策
を
講
じ
た
結
果
、

18
億
３
７
０
６
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
質
収
支
は
22
億
８
３
８
８
万
円
と
な
り
、
59

年
連
続
で
黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
。
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
健
全
な
財

政
状
況
を
維
持
し
つ
つ
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が「
笑
顔
」で「
幸

せ
」を
実
感
で
き
る“
ま
ち
”を
目
指
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が「
笑
顔
」で「
幸
せ
」を

実
感
で
き
る“
ま
ち
”を
目
指
し
て

土
木
費
が
１
８
７
億
８
５
８
０

万
円（
同
5
・
4
㌫
増
）、
総
務

費
が
１
６
８
億
１
０
６
１
万
円

（
同
4
・
4
㌫
増
）と
な
り
ま
し

た
。

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
会
計
な
ど
13

事
業
の
歳
入
決
算
額
は
１
５
６

３
億
８
９
７
９
万
円（
同
1
・

9
㌫
増
）、
歳
出
決
算
額
は
１

５
０
９
億
８
８
２
０
万
円（
同

0
・
7
㌫
増
）と
な
り
ま
し
た
。

市
債
残
高

　
一
般
・
特
別
会
計
・
企
業
会

計
を
合
わ
せ
て
３
２
３
２
億
４

２
９
７
万
円（
同
0
・
8
㌫
減
）

と
な
り
、
前
年
度
よ
り
25
億
８

２
７
３
万
円
減
少
し
、
11
年
連

続
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

8
㌫
増
）で
全
体
の
47
・
8
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
、

で
、６
８
３
億
７
０
４
万
円（
同

1
・
1
㌫
増
）と
な
っ
た
も
の

の
、
地
方
交
付
税
が
、
市
税
な

ど
の
増
加
に
伴
う
基
準
財
政
収

入
額
の
増
加
な
ど
で
２
１
６
億

９
５
３
７
万
円（
同
5
・
2
㌫

減
）と
な
る
な
ど
、全
体
で
は
18

億
４
２
３
５
万
円
、
率
に
し
て

1・0
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　出

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
制
度
改

正
や
保
育
施
設
運
営
費
の
給
付

な
ど
も
あ
り
、
民
生
費
が
８
８

０
億
１
２
０
１
万
円（
同
2
・

一
般
会
計

　
最
終
予
算
額
は
、
２
０
４
７

億
４
２
１
６
万
円（
対
前
年
度

比
2
・
4
㌫
増
）で
、
そ
の
う

ち
歳
入
決
算
額
は
１
８
８
２
億

５
９
９
７
万
円（
同
1
・
0
㌫

減
）、
歳
出
決
算
額
は
１
８
４

０
億
２
９
１
６
万
円（
同
0
・

3
㌫
減
）と
な
り
ま
し
た
。

歳
　入

　
市
税
が
、
給
与
所
得
に
よ
る

納
税
義
務
者
の
増
加
な
ど
に
よ

る
個
人
市
民
税
の
増
加
な
ど

入ったお金
約1,883億円
市民1人あたり

約37万円

市税
36%

国庫支出金
21%

地方交付税
12%

市債
8%

県支出金
7%

その他
16%

市民の皆さんが納めた
お金です
683億704万円

火災予防や消防活動、急病人
の救助や災害対策のために
50億7,902万円

市税以外の自主財源 ※使用料および手数料など
195億1,951万円（10.3%）
依存財源 ※地方消費税交付金など
113億7,862万円（6.1%）

国から入るお金で、使
い道が決められている
ものです
402億7,365万円

高齢者や障がいがある
人、子育て世帯などを
支えるために
880億1,201万円

職員の給料や財産の
管理、選挙経費などに
168億1,061万円

道路や公園などを整備
するために
187億8,580万円

道路や建物を造るた
めに、国などから借り
たお金です
144億5,860万円

国などから借りたお
金を返すために
159億9,595万円

病気を予防したり、ご
み処理や環境を守っ
たりするために
158億6,510万円

学校を整備したりスポーツや
文化などを盛んにするために
146億404万円

商業や農業を盛んにするために
76億9,246万円

県から入るお金で、
使い道が決められて
いるものです
126億2,718万円

国から入るお金で、使い道が自由なものです
216億9,537万円

歳 入

使ったお金
約1,840億円
市民1人あたり

約36万円

歳 出
民生費
48%

土木費
10%

総務費
9%

公債費
9%

衛生費
8%

教育費
8%

商工費・農林水産業費4%

消防費3%
その他1%

0
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平成24年度

178,286

183,412
176,984

185,906 190,102 188,260

171,060

179,803 184,570 184,029 

25年度 26年度 27年度 28年度

（単位：百万円）
一般会計の推移 歳入決算額

歳出決算額
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2017（平成29）年９月１日号（4）

で
34
億
４
９
３
７
万
円
）

簡
易
水
道
事
業

　
簡
易
水
道
を
維
持
す
る
た
め
の

支
出
３
億
９
９
０
万
円（
資
産
維

持
費
を
含
む
）に
対
し
、
料
金
収

入
だ
け
で
は
運
営
が
難
し
い
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金

２
億
７
０
５
万
円
な
ど
に
よ
り
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
ま
し
た
。

工
業
用
水
道
事
業

　
収
入
が
６
億
８
４
０
４
万
円
、

支
出
が
６
億
８
２
９
万
円（
資
産

維
持
費
を
含
む
）で
、
単
年
度
実

質
収
支
は
７
５
７
５
万
円
の
黒
字

と
な
り
、
健
全
経
営
を
維
持
し
ま

し
た
。

公
共
下
水
道
事
業

　
収
入
は
前
年
度
に
比
べ
３
５
９

３
万
円
多
い
１
４
４
億
７
８
０
２

万
円
、
支
出
は
前
年
度
に
比
べ

２
億
２
６
１
３
万
円
少
な
い
１
３

１
億
７
４
４
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
下
水
道
使
用
料
は
、
普
及
拡

大
に
よ
る
使
用
水
量
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
１

０
０
９
万
円
多
い
63
億
８
４
２
４

　
主
な
事
業
と
し
て
、
基
幹
管
路

や
救
急
医
療
機
関
ま
で
の
重
要
な

配
水
支
管
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん

だ
ほ
か
、
市
之
井
手
浄
水
場
の

攪か
く
は
ん拌
装
置
や
傾
斜
板
沈
降
装
置
な

ど
、
古
く
な
っ
た
設
備
の
更
新
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
幹
浄
水
場
の
再
構
築

資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
６
億

２
６
６
万
円
を
基
金
に
積
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
累
計

水
道
事
業

　
夏
場
の
水
需
要
期
に
天
候
に
恵

ま
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
給
水
量

が
伸
び
た
こ
と
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
水
道
料
金
収
入
が
１・
０
㌫

増
加
し
、
収
入
が
91
億
１
９
１
５

万
円
、
支
出
が
87
億
５
７
０
６
万

円（
資
産
維
持
費
を
含
む
）で
、
単

年
度
実
質
収
支
は
３
億
６
２
０
９

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

【主な事業】
◦子育て・教育環境の充実や少子化対策
　小中学校エアコン整備、余土・味生地区子ども・子育て複合
施設や波妻レクリエーション広場の整備、妊娠・出産支援など
◦福祉サービスの充実
　松山市北部福祉交流の家の建設など
◦移住定住対策の推進
　興居島体験滞在型交流施設「ハイムインゼルごごしま」の整備
など
◦市民の安全・安心の確保
　小中学校校舎の耐震化の完了、木造住宅耐震診断の事業費拡
充、備蓄物資の新規・増量配備、大学と連携した地域防災リー
ダー育成、365日24時間救急医療体制のさらなる充実など
◦地域経済の活性化
　ＪＲ松山駅周辺や外環状道路整備、新たな住宅リフォーム補
助、女性の在宅就労支援や中小企業支援強化、「瀬戸内・松山」
構想の推進や観光客誘致、道後温泉別館 飛鳥乃湯泉建設、ゆ
るキャラⓇグランプリや国体リハーサル大会、農林水産物ブラ
ンドのトップセールス、道路・下水排水路・農道などの整備など

問
財
政
課
☎
948
６
１
１
４
・

934
１
８
０
３

万
円
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
支

払
利
息
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
10

億
４
７
８
２
万
円
の
純
利
益
と
な

り
、
２
年
連
続
で
黒
字
を
達
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
水
洗
化
人
口
は

前
年
度
よ
り
３
０
３
５
人
増
加
し

た
29
万
４
０
２
１
人
で
す
。

　「
経
営
健
全
化
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」で
定
め
た
８
つ
の
指

標
の
う
ち
２
つ
の
指
標
は
数
値
目

標
を
若
干
下
回
っ
た
も
の
の
、
残

り
の
指
標
は
全
て
目
標
を
達
成
し

て
お
り
、
経
営
の
健
全
化
は
着
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。

問
㈽
経
営
管
理
課
☎
998
９
８

４
６
・
932
０
４
５
４
、
下
水

道
政
策
課
☎
948
６
５
３
３
・

934
５
８
６
２

◆
実
質
収
支

　
形
式
収
支（
歳
入
総
額
か

ら
歳
出
総
額
を
引
い
た
数
）

か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
を
控
除
し
た
額
。
当

該
年
度
に
使
う
べ
き
収
入
と

支
出
の
実
質
的
な
差
額
を
見

る
た
め
に
用
い
る
。

◆
実
質
単
年
度
収
支

　
単
年
度
収
支（
当
該
年
度

の
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の

実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
、

当
該
年
度
実
質
収
支
の
増
減

額
）に
、
実
質
的
な
黒
字
要

素（
財
政
調
整
基
金
積
立
額

や
地
方
債
の
繰
上
償
還
額
）

を
加
え
、
赤
字
要
素（
財
政

調
整
基
金
充
当
額
）を
差
し

引
い
た
も
の
で
、
当
該
年
度

の
実
質
的
な
収
支
を
把
握
す

る
た
め
に
用
い
る
。

◆
市
債（
地
方
債
）

　
自
治
体
が
資
金
調
達
の
た

め
に
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ

と
。

◆
基
金

　
自
治
体
が
特
定
の
目
的
の

た
め
に
財
産
を
維
持
し
、資
金

を
積
み
立
て
運
用
す
る
も
の
。

◆
地
方
交
付
税

　
国
税
の
う
ち
、所
得
税
、法

人
税
、酒
税
、消
費
税
の
一
定

割
合
お
よ
び
地
方
法
人
税
の

全
額
を
、
地
方
自
治
体
の
税

収
の
地
域
的
な
不
均
衡
を
補

う
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
自
治
体
固
有
の
財
源

で
、使
い
道
に
制
限
は
な
い
。

財
政
用
語
解
説

　
水
道
事
業
は
、
夏
場
の
水
需
要
期
に
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
給
水
量
が
伸
び
た
こ
と
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
水
道
料
金
収

入
が
増
加
し
て
予
定
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
単
年
度
実
質

収
支
は
11
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、

下
水
道
整
備
に
よ
り
普
及
率
が
61
・
９
㌫
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浸

水
対
策
と
し
て
平
成
14
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
重
点
10
地
区
」

の
整
備
が
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

攪拌装置

平成28年度
公営企業の業務状況

公共下水道事業　２年連続で黒字を達成

こんな事業に使いました

７月22日にオープンした「波妻の鼻 
わくわくランド」

９月26日にオープンする「道後温泉別
館 飛

あすか
鳥乃

の
湯

ゆ
泉」

水防工法訓練に参加する大学生防災
リーダークラブ

使ったお金　【歳出】 １カ月（円） １年間（実際）
家族の医療費など 【扶助費】 171,800 603億7,281万円
食費 【人件費】 72,900 256億2,914万円
親戚への援助など 【補助費・出資金・貸付金】 49,500 173億8,172万円
自宅の修繕・改築 【普通建設費・維持補修費など】 57,000 200億1,965万円
光熱水費など 【物件費】 68,100 239億2,078万円
借金の返済 【公債費】 45,500 159億9,492万円
別に住む家族への仕送り【繰出金】 53,300 187億2,021万円
預金など 【積立金】 5,700 19億8,993万円

合計 523,800 1,840億2,916万円

※自主財源とは・・・地方公共団体が自主的に収入することができるもの
※依存財源とは・・・国や県により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入

※歳出金額は、支出の性質を家計に例えて分類しています
※扶助費とは・・・社会保障の一環として、高齢者、児童、生活困窮者などに対して行っているさまざまな援助

に要する経費
※補助費とは・・・各種団体への助成金や負担金などの経費
※繰出金とは・・・特別会計などが安定した運営を行うために、一般会計から支出する経費

※数字は、端数処理しています

入ったお金　【歳入】 １カ月（円） １年間（実際）
給料 【市税、使用料など】 250,000 878億2,655万円
親から支援 【国、県支出金など】 244,700 859億7,482万円
借金 【市債など】 41,200 144億5,860万円

合計 535,900 1,882億5,997万円

自主財源

依存財源

まとめ １カ月（円） １年間（実際）
収入から支出を引いた額 【形式収支】 12,100 42億3,081万円
次の年に使い道を決めている額 【翌年度に繰り越すべき財源】 5,500 19億4,693万円
実質的な黒字の額 【実質収支】 6,500 22億8,388万円

貯金・借金の残高（年度末現在） 家計換算（円） 実際の額
貯金　【基金の現在高】 1,657,000 485億254万円
借金　【市債の残高】 6,023,000 1,763億3,513万円

家計にたとえると…年収300万円（月収25万円）の家計

いろいろな
ことに使われて
いるのね
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